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令和５年度 第１回（４月）教育委員会定例会 会議録 

 

日 時：令和５年４月２４日（水）15 時０0 分～1６時４０分 

場 所：村民センター 小会議室 

出席者：教育長 清水 閣成 

委 員 薄田 東・出羽澤 和子・田中 博美 

事務局：藤澤 勇 教育次長  

書 記：本間 裕子   以上６名 

傍聴人：なし 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

 ・第 9 回経ヶ岳バーティカルリミットの会議に参加してきました。コロナ

禍の影響で４年ぶりの開催です。５月８日に 2 類から 5 類に移行するこ

とを踏まえての開催です。他の行事が、感染対策をしつつ行事等を以前

若しくはコロナ禍で学んだことを踏まえて動き出します。 

 ・この後、学校の様子でもお伝えしますが、今年度 5 月 12 日に行われる

予定の中学校の経ヶ岳強歩大会ですが、学校から大芝高原経由大泉所か

ら大芝高原までの強歩となります。学校の判断として、山に入らないの

は、登山道の整備状況で安全面での対応が難しいことが大きな理由。 

  経ヶ岳友の会の方から「整備は万全」、そしてスタッフも保護者・地域の

方の呼び掛けていくという話を 4 月に入ってからしましたが、現時点で

の大泉所往復の案の変更の難しさ等があります。学校として伝統行事を

どう考えているのか、現在の多くの先生方は経ヶ岳に登ってない状況等

等。来年度に向け、経ヶ岳友の会の方を含め地域に方を交えて検討・準

備をしていく事が必要と考えます。 

 ・令和 5 年度第１回定例教育委員会です。庁内異動で藤澤教育次長が着任

しました。よろしくお願いいたします。 

 藤澤教育次長 

 ・社会教育係長 2 年、学校教育係長１年。そして、今年度教育次長を拝命

いたしました。教育の分野は幅広くまだまだ学んでいかなければならな

いと思っております。よろしくお願いいたします。 
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３ 付議事件 

(1) 議案第１号 公民館運営審議会委員・社会教育委員の任命について 

      ＜会議資料１－１＞ 

 教育長 

 ・会議資料にて南箕輪村公民館設置管理条例及び公民館運営審議会委員・社会教育委

員候補者について、説明。 

 教育委員 

 ・質問・意見特になし。 

 ・全員賛成。 

 教育長 

 ・賛成をいただきました 9 名の方に、ご委嘱いたします。尚、任期は 1 か年です。 

 

（2）議案第２号 南箕輪村文化財専門委員の任命について     ＜会議資料１－２＞ 

教育長 

 ・会議資料にて、南箕輪村文化財保護条例及び南箕輪村文化財専門委員候補者につい

て説明。 

 教育委員 

 ・質問・意見特になし。 

 ・全員賛成。 

 教育長 

 ・賛成をいただきました７名の方にご委嘱いたします。尚、任期は２か年です。 

  1 名欠員となっております。 

 

４ 報告・確認事項 

(1) 新型コロナウイルス感染症について                     ＜会議資料２＞ 

教育長 

・新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを「新型インフルエンザ等感染症（2

類）」から 5 類に引き下げることにより、発症した人の療養期間の目安を原則 5

日間とする方向等について、会議資料にて説明。 

・今後、文科省・県教委等の通知に応じて、感染対策等学校生活を整えていく。 

教育委員 

 ・子ども達がマスクをなかなか外せない状況をどう見るか。先生方がマスクを取れ

ば子どもも取るのではないかという見方もある。先生方も自己判断に基づくので
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難しさがあると思うが…。 

 ・マスクをずっと着けているので、友達の顔も知らないままの状況があるのではな

いか。コミュニケーションにおいてもマスク着用としていないのとでは違いが生

じているのではないか。 

 ・家庭で健康チェックをしているが、学校に持っていく「チェックカード」が必要

なくなり大変ありがたい。 

 ・感染対策をしっかりやっていきたい。 

教育長 

  ・マスクを着用するしないについて、強要はできない。感染に対しての社会全体の

認識がどうなっていくか、5 月 8 日以降の動きに注視していきたい。 

 

(2) 学校の様子（3 校校長会を終えて）             ＜会議資料 3＞ 

① 【南中】 

・自然な挨拶がいい、親和的な雰囲気でスタート 

    ・一人ひとりがやる気をもって高い意識で取り組んでいる。 

    ・悩んだり、もがいたりしている職員もいるが、それを受け止めて支え合って 

いきたい。 

    ・教職員の雰囲気が、生徒間の雰囲気に影響するので今の活力ある雰囲気をお

大事にしたい。 

② 【南小】 

 ・３０学級中２５学級が新担任、新たな出会い、新たなスタート。 

    ・初任者コーディネーターの田畑先生が「南小は、非常に活気のある学校」と 

評価してくれている。学級だよりも積極的に発信していて読み切れないほど 

とのこと。うれしい評価。 

    ・キャリア教育コーディネーターの富岡さんとのつながり、相談を大事にして 

いきたい。合言葉は、「トレジャータイムで苦労しますか、生徒指導で苦労 

しますか」 

③ 【南部小】 

・１年生の手のかかる子を、登校班長の６年生が、気にしながら登校する姿に 

感動。６年生の児童は５年生の時、気になった児童ではあるが、子どもたち 

は、こうやって成長すると実感して嬉しい気持ちになった。 

    ・昨年度末の生徒指導の課題を、新担任と共に学級づくりについて考える機会 

にしたい学級がある。 

    ・１４人の教職員が転出、１７人が転入。お互いが慣れようと努力している。 
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寛容さ、笑顔を大事にしていきたい。 

 

④  情報交換 

① 温かい学級づくりを具現していく授業づくりについて、研究主任をどう活か

すかについて、意見交換。 

  南 小…意欲的、研究通信「響き合いの創造へ」発行、具体的に動ける 

  南部小…医ケアの児童も包み込む温かい学級づくりを実践。Ｒ４年度個人テ 

ーマを中心に授業づくりを推進する体制を提案 

     南 中…学びたいという姿勢がある。 

   〇 ５月、３校の授業づくりについて、研究主任が語り合う機会を持てればと考 

えている。 

    （内容） 

・自校の授業づくりに向けて、本年度力を入れていきたいこと。 

       ・みんなで取り組む研究体制をつくるために、心がけていること等 

・温かい学級づくりを具現していく子ども理解について 

南小：発達障害に関するガイドブックを学年会で話題にしていく。 

・通常学級と特別支援学級（自・情障学級）との関係、よりインクルー 

シブな方向へ   

 （その他） 

・保小連携・小中連携の推進・・・なかまづくり、自立へ向けた歩み： 

不登校未然防止 

 

・三校合同研修会について 

教育長 

・休日の部活動の地域移行については、3 月に中学校１・２学年の PTA の方対 

象に説明会を行いました。参加者からは、この 4 月から部活は始まるがどうな

るのかという質問が出された。5 年度は案として、中体連の大会を終えるまで

は現状（指針を遵守）した形で進め、その後移行について子どもたちの願いを

大事にしながら、検討を重ねていく予定、とお答えしている。また、4 月の中

学校スポーツ文化活動運営委員会でもその方向を共有している。多くの課題が

ある現状。 

・その他教育委員会から次の点について連絡 

 ア 連絡メールは保育園と同じアプリ「すぐーる」を使っていく。e ライブラ 

リーは継続活用。 
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 イ 不登校支援、児童生徒理解・支援に活用できると思われる「RAMPS」の

導入について検討していく。 

 

(3) 事故報告               ＜会議資料 4＞ 

 ※特になし。 

 

(4) 児童・生徒数について         ＜会議資料 5＞ 

 ※会議資料にて報告。 

 

(5) 各委員から 

教育委員 

・休日部活動の地域移行に向けて動き出しているが、物足りなさを感じる子どもた

ちがいるのではないか。 

教育長 

・今迄、わくわく Jr ユースとの関係の中でガンガンやってきた部活もあります。しか 

し、「長野県中学生期のスポーツ活動指針」を超えてしまう状況があった。部活動時 

間は指針を遵守することを基本に、部活動・休日のクラブ活動を 

整えていく必要がある。平日少なくても 1 日・土日少なくても 1 日以上休養日、1 

日 2 時間、土日は長くても 3 時間程度、週 11 時間程度の活動時間を基本としてい 

く事を大事にしていきます。 

教育委員 

・土日等時間ができると生徒の生活はどうなるのか、心配感を抱く。 

・部活動は近年過熱というか、協会等の大会が多くなってきている。保護者も送迎な

どでサポートしている状況がある。保護者も部活に対して 2 極化しているのではな

いか。 

 ・経ヶ岳強歩が今年度山に入らないことについて、残念と思う。南中は経ヶ岳がある 

からということで西駒登山を日帰りにしてきた経緯がある。来年実施できるために 

今から準備していくことが大事ではないか。村・学校の伝統的な行事の受止めがど 

うなのか。もし、苦労してまで実施することはない方向としたら、ということはな 

いと思うが。 

 ・その地域・地域で学校の伝統的な行事を教員が受止めていく必要がありはしないか。 

・サポートが必要であるならば、地域・保護者が何とかサポートしていきたい。 

 ・強歩でなくて、皆でふるさとの山に登るということも案として考えられるか。 

 教育次長 
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  ・経ヶ岳強歩とは離れるが、5 月 20 日に行われる予定の第 9 回経ヶ岳バーティカ

ルリミットに中学生がボランティアで、案として「応援横断幕」「吹奏楽部の演

奏」でオープニングセレモニー等に参画したいという話があります。 

教育長 

・冒頭で申し上げましたが、経ヶ岳強歩については、中学校の行事として大事な行

事でありコロナ禍後の今であり来年を見据えながら学校と地域の方、例えば経ヶ

岳友の会の方々と登山道・スタッフ他安全面、実施時期等相談を重ねることを大

事にしていきたい。 

・村長の願いを受け、総合教育会議でも話題にしていきたい。 

 

(6) ４月事業報告・５月事業計画について  ＜会議資料５＞ 

※会議資料にて報告・確認。 

 

(7) ５月・6 月定例会日程について 

  ５月２２日（月） １５：００～    村民センター 小会議室（予定） 

  ６月２６日（月） １５：００～    村民センター 小会議室（予定） 

 

(8) その他 

  ①主幹指導主事学校訪問について 

   ５月２９日（月） 午前 南部小学校・午後 南箕輪小学校（詳細後日） 

   ７月１０日（月） 午後 南箕輪中学校（詳細後日）  

② 令和 5 年度上伊那市町村教育委員会連絡協議会 総会並びに

研修会について 

・期日 7 月 3 日（月）会場飯島町文化館 

 11：50 役場駐車場集合 

※定例会の後、参加の取りまとめをします。 

 

５ その他 

    

６ 閉 会 

以上 

 


